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前年度までの学校経営上の成果と課題

3.2
教師が自身の授業について、課題が明確でない実態があっ
た。学期ごとに生徒へ授業アンケートを実施し、授業改善推進
プランを作成することをとおして課題を明確にし、管理職が授業
観察して指導・助言を行い、授業改善への意欲を高めていく。

3.3

各教科の年間指導計画や授業改善推進プランに位置付
け、計画的に実践していく必要があった。学期末の授業ア
ンケートについては、授業者の振り返りや分析を確認し、管
理職による授業観察で実施について指導・助言していく。

学校行事等や生徒会活動等、生徒が
主体的に活躍する場を設定して、生
徒の自治的活動を支援する。

3.4
委員会ごとに主体的な活動の工夫に差が見られた。また、役割
が任されていない生徒が活躍できる場を提供していく必要があ
る。各学級や学年で自治を意識させた目標を計画して取り組ま
せ、集団のために活動する意義を実感させていく。

3.4

生徒が運営する場面を設定しているが、一部の生徒学校
行事ごとに振り返りを確実に実施し、委員会や係に所属し
ていない生徒についても自身の成長を感じさせるとともに
学校への帰属意識を醸成できるようにしていく。

3.4
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○ よく考えすすんで実行する人間になろう　○ 思いやりのある心豊かな人間になろう　○ 丈夫な体をつくり心身ともに健康な人間になろう

笑顔とまごころがあふれ、夢を育む学校　　　　　○ 安心して自らの能力を伸長できる　○ 信頼でき、協力したくなる　 ○チームの力を生かして、主体的に課題解決できる
自治：社会自立に向けて、自らを高め合う生徒　○  考える生徒　　○  思いやる生徒　○  やりぬく生徒
生徒に寄り添い、挑戦を支援する教師　　　　　　○学び合う教師　　○　寄り添う教師　○信頼される教師

授業力や指導力の向上について、生徒及び保護者から肯定的な意見が多かった。また、定期考査前の家庭学習について児童館を活用して取り組む生徒が増えた。生徒会活動や自他を大切にする心
の育成に関する取り組みについて、生徒から肯定的な意見が多かった。社会に貢献する精神の育成について、地域のボランティア活動に取り組む生徒は多いものの、生徒の数値は低い。

校内研究会で主体的に学習する生徒を育成するための授業改善
に努めたが、全ての授業において「生徒が学ぶ授業」になってい
なかった。各教科等において、課題を解決したり、学び方を選択し
たりできる学習活動を実践していく。

定期考査前等における質問教室、自習教
室等を開催したり、家庭での学習計画の
作成や課題を明確に示すなど啓発を行っ
たりする。

2.6

具体的方策 第１回評価 課題と対策 第２回評価 学校関係者評価

生徒が課題解決に向けて自ら考え、
発表する機会を設定するなど、生徒
の主体的な学びを促す実践を行う。

〇生徒は、先生に知っていてく
れたらと思っているときがある。
また、先生との距離感がわから
ない生徒もいる。いつでも相談
してもいいというスタンスを持っ
ていてほしい。
〇支援が必要な生徒や不登校
傾向な生徒のための放課後教
室を活用するのはよい。

3.3

課題と次年度以降の対策
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生徒が自分に合った学び方で学んだ
り、自分の考えを深めたり広げたり
するなどの指導の工夫を行う。

3.4
全ての教科で、課題を解決したり思考したりする授業が展開で
きていない状況があり、生徒の主体性を育てる授業を充実させ
る必要があった。校内研究会を通して授業展開の工夫やICT機
器の効果的な活用の仕方について理解を深め、実践していく。

3.3

〇生徒は、家庭学習で何をし
ていいのかわからないのではな
いか。
〇具体的にどんな勉強をすれ
ばいいのか勉強方法をアドバイ
スしたらどうか
〇先生方の体験例や失敗例な
どを伝えながら生徒が帰納的
に勉強方法を身に付けられると
よいのではないか。
〇授業改善推進プランは生徒
に示して、先生方に具体的に
取り組んでいただきたい。

生徒の自学自習に取り組む態度に個人差が見られた。質問教
室、自習教室を全校体制で計画的に行っていくとともに、参加
を促していく。学習に遅れが見られる生徒には、学校生活支援
員や放課後学習室等で個別に対応していく体制を構築する。

2.5

朝読書や読書に関わる活動を通し
て、読書に親しみ、読書習慣が身に
付くようにする。

2.8

読書が日常化している生徒に差があり、読書を主体的に
親しむことができない生徒がいた。朝読書や読書郵便、
教員のおすすめ本の紹介など、図書委員会の活動を充
実させ、本に親しむ機会を設定して取り組ませていく。

学習習慣を確立するための指導について、学校全体で取
り組む必要があった。年度当初に、各教科の学習方法等を
まとめたものを生徒及び保護者に周知していく。また、保護
者会やすぐー保護者へ周知し、参加を促していく。

行事等の活動後に振り返りや省察を実施したものの、全ての生徒
にフィードバックが完全にできていないところがあった。生徒の成
果を認める活動を丁寧に実施するとともに、公開講座等を活用し、
家庭や地域と協働してで育む風土を醸成していく。

教育相談部会を定期的に開催して、
関係諸機関と緊密な連携を図り、迅
速な対応ができるようにする。

3.2
教育相談や特別支援教育への理解について、教員の中でも差
が見られた。支援が必要な生徒にすぐに対応できる学校体制を
構築する。また、相談室以外でも生徒が相談できる環境を提供
できるように風土の醸成をしていく。

教育相談委員会をSCとSSWを交えて毎週開催し、支援が
必要な生徒にすぐに対応できる学校体制を継続していく。
２か月に１回こころのアンケートの実施、SC面談、放課後学
習室など相談しやすい環境づくりを進める。
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凡事徹底や「挨拶・時間・身だしな
み」の徹底、規律と秩序ある学校づ
くりを推進する。

3.6
挨拶の習慣が定着していなかったり、授業と休み時間のメリハリ
がつけられていない生徒が少なくなかった。生活指導部を中心
として、全教員が指導方針を統一して指導にあたっていくととも
に、教師が率先垂範していく。

3.5
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生徒一人一人への支援や教え合い・
学び合い・認め合いを通して、自尊
感情や自己肯定感を高める指導を実
践する。

3.4
各教科や行事の中で、自分や相手を認め合う態度を育てていく
機会が計画的・継続的に行われていなかった。生徒が達成感
や成就感を自己調整するための省察や振り返りを設定し、教師
がフィードバックして価値付けをしていく。

学校での取組について、断片的な情報しか届けられて
いない状況があった。定期的な学校便りや学年便りだけ
ではなく、学校ホームページの内容の充実、一斉配信
サービス「すぐーる」の積極的な活用を行う。

3.5

〇すぐーるを有効活用してほし
い。
〇情報発信ができていると思
う。

〇生徒が当たり前に挨拶がで
きていると回答しているところ
は、三中の優れたところである。
それが三中の文化であり引き続
き指導をしてほしい。
〇生徒も先生も頑張っている。
〇読書の推進は難しいところも
ある。最近は動画やスマホで情
報がたくさん入っている。朝読
書や読書郵便など様々な取組
にチャレンジしているのは素晴
らしい。

生活指導部会を毎週開催し、各学年の生活指導上の課題
を学校全体で共有し、学校全体で指導にあたる組織作りを
継続していく。学校だけでは解決が難しい課題について
は、関係機関に迅速に連携し解決を図る。

わかりやすく伝えるためのホームページの機能が十分でな
い。定期的な学校便りや学年便りの発行し、最新の情報は
学校ホームページやすぐーるを活用して情報発信を日々
実施していく。

2.7
朝読書や読書郵便など本に親しむ環境づくりを行ったが、
家庭での啓発が十分でなかった。今後も朝読書の時間を
大切にして、全校体制で読書推進を行っていく。

１学期末に各教員に自身の働き方について振り返らせ、改
善を図ったが、多忙感を感じている教員が存在している。
休暇の取得について推奨するとともに、教員の負担感の改
善や校務改善の意識の向上に努めていく。
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学校便りやホームページ等を通し
て、教育活動を積極的に公開・発信
する。
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会議や学校行事の精選、ライフワー
クバランスについて各教職員が目標
をもち取り組む

2.7

教員の中で、多忙感や負担感が根強い状況が見られ
た。校務の見直しを図るとともに、教員自身の働き方を見
直すために、ライフワークバランスの目標を設定させ、自
己申告を通して取り組み状況を確認していく。

2.9

〇先生方のメンタルヘルスにつ
いてSCを活用するなどして先
生方のケアにも取り組んだ方が
よい。

3.5


